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１．研究計画の概要 

（１）研究目的：本研究の目的は、社会復帰
に課題を抱えるクライアントへのソーシャ
ルワークモデルの構築を試みることである。
まず、サポート・ネットワークの概念を社会
構成主義的な視点から定義しなおす。その上
で、サポート・ネットワークを生成する技法
とその効果の測定法を体系化した、臨床実践
に有効であり、かつその効果の検証に耐えう
るネットワーク生成モデルの構築が目指さ
れる。 

 

（２）研究計画：この研究は、理論的研究、
実践的研究の２本立てで、以下のような計画
で進められる。平成 20 年度は、理論的研究
を中心に行う。すなわち、ネットワーク概念
の生成論的構成と、問題パターンの評定法お
よび変容技法の定式化の研究を試みる。平成
21 年度、22 年度は、それら臨床理論に依拠
して実践研究を中心に行う。特に平成 22 年
度は、平成 21 年度の実践過程の研究成果か
ら、ネットワークの変容手順の体系化を試み
る。平成 23 年度は、前年度までの研究成果
を踏まえ、本研究の目的である、基礎理論と
臨床的技術的理論から構成される新たなネ
ットワーク生成モデルを体系化する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）基礎的臨床理論研究の成果 

まず、「社会」を対人間のコミュニケーシ
ョン・ネットワークの構造と過程から分析す
る視座を提示した。この視座に基づき、「社
会復帰」を、対人間のコミュニケーション・
ネットワーク内での新たなトランズアクシ
ョンとその規則の生成として捉えた。このコ
ミュニケーション・ネットワークは、ミクロ、

メゾ、マクロレベルより、重層的に定義され
た。ミクロレベルのシステムは、２者間のコ
ミュニケーション過程の主体たちの行為選
択と意味構成の力学によって生成するシス
テムである。あるミクロレベルのシステムの
力学は、他のミクロレベルのシステムの力学
と相乗的に作用し、各々のシステム間では、
生成力学は安定化し、構造化される。つまり、
メゾレベルのシステムが生成する。さらに複
数のシステム間でトランズアクションが生
成することで、マクロレベルのネットワー
ク・システムが構造化される。つまり、本研
究のネットワーク生成モデルは、サポート・
ネットワークが、ミクロレベルからマクロレ
ベルまでの重層的なシステムの循環力学の
中で生成されることを理論化したモデルで
ある。 

この理論枠を提示したことで、以下のネッ
トワーク変容論が提示可能となった。マクロ
レベルで評定されるネットワークの機能不
全（社会復帰が困難）の事態は、ミクロレベ
ルで生成される悪循環の規則群の変容によ
って可能となる。このミクロレベルで生成さ
れる悪循環の規則群は、シークエンスの出来
事の要素群（意味構成および行為選択）の差
異化あるいは、要素群全体の差異化から、変
容されることを示した。 

 

（２）実践理論研究の成果 

①技法選択の体系化 

上記で論じたように、ミクロレベルの要素
群のネットワークは、その出来事定義の変容
または、一つの要素の差異化により、変容が
可能である。この変容を可能にする、ネット
ワーク変容技法の体系化が試みられた。ネッ
トワークのミクロレベルの要素群の変容技
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法としては、循環的質問法を中心に、ミクロ
レベルの出来事全体を変化させる技法とし
ては、解決志向の諸技法を中心に、その両技
法の体系化が図られた。 

②変容手順の定式化 

体系化された技法群を用いた実践が試み
られ、そこより、Circular Questions Model、
Solution Focused Skills Model、Positive 
Reframing Model 1 、 Positive Reframing 
Model ２、Paradoxical Model、という５つ
の実践モデルが類型化された。 

 

（３）効果測定法の実施成果 

①効果測定法の体系化 

変容場面のシークエンスの要素を、Bales, 
R の相互作用過程分析のカテゴリーを用いて
カテゴリー化し、カテゴリー化されたデータ
を３次元にグラフ化することで、その力動性
の変容を測定する測定の枠組みが定式化さ
れた。この測定法の簡易プログラムソフトが
作成された。 

②効果測定法の検証作業 

この測定法を用い事例の評定を試み、ネッ
トワークの生成力学の変容の測定力が考察
された。その結果を踏まえ、プログラムソフ
トの改定を行い、シークエンスの要素群の変
容力学の実証的効果測定法の簡易化を図っ
た。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している 

（理由） 

 上記で示したように、臨床実践効果の検証
に耐えうるネットワーク生成モデルの構築
に向けて、理論的技法的および効果測定法の
体系化が進展しているため。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 今後は、これまでの基礎理論、臨床的、技
術的理論の体系の有効性を、事例研究の方法
で検証する作業と、その結果に基づいて、本
研究でのネットワーク生成モデルの理論枠
の修正、洗練化を目指す。 
（１）臨床実践研究の方向性 
①技法使用および変容手順の洗練化 
変容過程を、問題場面の記述過程とその場

面をリフレクションする過程に細分化し、各
過程で使用する技法群の体系化と、その使用
手順の洗練化を図る。 

②事例数の増大 
ネットワーク生成モデルに基づくネット

ワーク療法の実施範囲を、現在の医療領域か
ら、保健、介護の領域へと拡大し、変容技法
の使用法および手順の一般化を目指す。ただ
し、この作業は、本研究課題期間を超えた研
究期間を必要とする。 
 

（２）効果測定法の研究の方向性 
①測定法手順の洗練化 

 本モデルの有用性の検証作業は、この効果
測定法の進展とかかわる。そこで、測定の要
素を収集するトラッキング技法の使用法、お
よびその技法を用いて収集した、問題場面お
よび変容場面のローデータ（シークエンスの
要素群）の厳密なカテゴリー化の方法を明確
化する。 
②検証事例数の増大 
本モデルの適用範囲を拡大して行われた

実践事例の効果測定を試み、ネットワーク生
成モデルの有用性について検証する。この作
業は、本研究課題の研究期間に加え、さらに
複数年の研究期間を設定する必要がある。 
 

（３）臨床実践理論研究の方向性  
臨床実践理論研究は、本モデルの適用範囲

を拡大して、臨床事例を増やし、変容技法の
使用の手順を明らかにしつつ、他方では、測
定のための厳密なカテゴリー化の手順を明
確にする研究を進める中で、社会復帰を促進
するネットワーク生成モデルの理論枠組み
を再吟味する方法で進められる。その上で、
基礎理論、臨床的技術的理論および効果測定
法から構成される、新たなネットワーク生成
モデルの体系化が試みられる。これらの研究
成果は、出版の形で公開する計画である。  
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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